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令和５年度（前期）定期監査結果報告 

 

１ 監査の種類  定 期 監 査  

 

２ 監査の対象  議会事務局・税務課・選挙管理委員会事務局・政策企画課・市民生活課 

 

３ 監査の期間  令和５年５月８日から８９日間 

 

４ 監査の範囲及び方法 

   監査の実施にあたっては、松浦市監査基準に基づき、令和４年度における財務に関する事

務の執行等が、法令等に基づき適正かつ効率的に行なわれているか、あらかじめ提出を求め

た関係資料等を検査照合し、必要に応じて担当職員からの説明を聴取するなどの方法によ

り行った。 

   なお、政務活動費に関する事務については、地方自治法第１９９条の２の規定に基づき、

鈴立靖幸監査委員は除斥とした。 

【共通事項】 

（１）使用料・手数料に係る収入事務 

（２）旅費事務 

（３）補助金事務 

（４）修繕料・委託料・使用料及び賃借料に係る随意契約事務 

（５）公印、現金、金券等保管状況・行政財産目的外使用許可状況 

 

５ 監査の着眼点 

（１）予算の執行は、計画的に行われているか。 

（２）事務処理で法令等に違反するものはないか。 

（３）調定及び納付書等は適正に作成、整備されているか。 

（４）契約書等関係書類は整備されているか。また、これらの内容は適正か。 

（５）随意契約における理由及び見積徴取は適正か。また、１者特命随意契約の合理性は明   

確になっているか。 

（６）公益性のない事業又は団体に補助金の交付がなされていないか。 

（７）補助金額等は、関係規程又は合理的な基準に基づいているか。 

 

６ 監査の結果 

 １ 総括 

   監査の結果、対象とした財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務

事業の執行については、概ね適正に行われていると認められるが、次のとおり是正又は改善

を要する事項が見受けられた。以下に指摘した事項については、必要な措置を講じるととも

に、軽微な事項として口頭により指導し、記載を省略した事項にも留意の上、適正な事務の

執行に努められたい。 

 

 ２ 指摘事項等 

（１）旅費事務 

【指摘事項】 
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    出張命令書で命令日が出張日より後になっているものがあった。 

                                    （議会事務局） 

   

【指導事項】 

   ア 支出処理をする状態の出張命令書の写しをファイリングしていないものがあった。

会計事務の手引きに基づき処理されたい。 

                               （選挙管理委員会事務局） 

 

   イ 日帰り出張の場合の出発・帰着時刻の確認において、命令権者の確認印を受けていな  

いものがあった。会計事務の手引きに基づき処理されたい。 

（市民生活課） 

    

 （２）補助金事務 

 【指摘事項】 

  ア 交付決定において、専決区分の適用を誤っているものがあった。 

                                   （議会事務局） 

   

  イ 前回の監査でも指導していたが、申請書の様式の一部を省略した様式により交付申

請されていたものがあった。 

                                   （市民生活課） 

   

 【指導事項】 

   実績報告書の提出がないものがあった。 

（市民生活課） 

 

（３）契約事務 

 【指摘事項】 

  ア 文書管理システムで作成した起案用紙の決裁日を手書きで訂正しているものがあっ 

た。 

                                   （政策企画課） 

 

  イ 県医師会からの推薦が前提となっている産業医業務委託契約について、推薦日より

前に契約を締結しているものがあった。 

（政策企画課） 

 

ウ 検査下命の決裁より前に検査が実施されているものがあった。 

                                     （税務課） 

 

エ 長期継続契約を締結しているもので、契約書に「翌年度以降において歳入歳出予算の

当該金額について減額又は削除があった場合は、当該契約は解除する。」旨の解除条項

が付されていないものがあった。 

                                    （市民生活課） 
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  オ 松浦市財務規則第９６条第１項で、「監督の職務を行う職員は、原則として検査を行 

う職員と兼ねることができない。」と定めているが、監督職員が検査員を兼ねているも 

のがあった。  

（市民生活課） 

 

【指導事項】 

  ア 随意契約理由に係る適用条項を誤っているものがあった。 

                                     （税務課） 

   

  イ 委託料の支出手続きで、実施伺、契約締結伺がないものがあった。 

（選挙管理委員会事務局） 

 

 ウ 予定価格調書で予定価格と入札書比較価格の金額が逆になっているものや、封筒に

封印のないものがあった。 

 （市民生活課） 

   

エ 契約内容の一部を訂正しているもので、契約書に契約当事者の一方の訂正印の押印

がないものがあった。 

（市民生活課） 

   

  オ １者随意契約を行っている修繕において、随意契約とする理由の記載はあるが、契約   

相手方の選定理由が記載されていないものや、選定理由が「精通」のみで、他者では履   

行できないことを示す具体的な理由が不足しているものがあった。 

                                   （市民生活課） 

（４）財産管理事務 

 【指導事項】 

   用途を廃止した施設について、現在も市民生活課で所管しているが、普通財産に該当す 

る財産については、松浦市会計管理者の補助組織設置規則第３条により、会計課に移管さ 

れたい。 

                                   （市民生活課） 

 

  

 


